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Assessing of variation of the Indonesian throughflow using a coral core collected from
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インドネシア多島海には太平洋からインド洋へ向かうインドネシア通過流（Indonesian throughflow :
ITF）が流れている。この流れは、太平洋-インド洋間の熱・水収支を変え、エルニーニョ/南方振動（ENSO）と
いった気候現象に影響を及ぼしている可能性がある。また、この海域にはモンスーンに対応した表層流が存在
する。主に1月〜3月の北西モンスーンの間には、東向きの表層流がジャワ海からマカッサル海峡南部へと低密
度・低塩分の表層水を運び、マカッサル海峡表層におけるITFの輸送を制限するが、このような働きをする低塩
分水は“freshwater plug”と呼ばれている。反対に、南東モンスーンの間には、西向きの表層流がマカッサル海
峡南部から“freshwater plug”を取り除くため、マカッサル海峡表層おけるITFの輸送が“freshwater plug”によ
り抑制されることはない。このような“freshwater plug”の挙動は、太平洋からインド洋表層への熱輸送を変え
るため、アジアモンスーンやインド洋ダイポールに影響している可能性が指摘されている[Gordon et al.,
2003]。そこで本研究では、“freshwater plug”の影響を受けるジャワ海で成長したサンゴについて、その骨格
中の各種化学成分を分析し、1982-2003年までの20年間の海水温と塩分の記録を復元した。本発表では、このサ
ンゴ骨格に基づく海洋環境復元と“freshwater plug”やITFの変動について考察を行う。
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